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虚血低酸素脳障害、発達や老
化、栄養・代謝障害の動物疾
患モデルを駆使した研究 
 
インビボ研究とインビ
トロ研究の橋渡し
ポジトロン標識化合
物の高いエネルギー
を利用して、神経代謝
機能を維持している
脳切片を生理的溶液
中に浸したまま経時
的に２次元画像化 
インビボPET研究と
インビトロ研究との
結果の解離 
分子機構との連関 
新薬の開発や治療反応
性など臨床医学へのフ
ィードバック 
新技術
向精神薬の作用機序
や副作用の発現メカ
ニズムの解明 
 
新鮮脳切片では、遠隔神経回路網は切断されているが、近接する神経回路網は保存されている。しかも条件が整えば、脳切片はその
機能を半日以上にわたって維持でき、切片に接する灌流液の組成を自在に制御することが可能である。我々は、ポジトロン標識化合物の
有する高い比放射能と高いエネルギ－、および高感度のラジオルミノグラフィープレートを組み合わせることによって、神経機能を維持して
いる 300 µm 厚の脳切片標本 (酸素ガスを供給した生理的溶液中)におけるグルコ－ス代謝を動的な２次元画像情報として描出できる新し
い機能解析法 (dynamic positron autoradiography technique, dPAT)を開発し、様々な神経精神疾患の病態モデルについて、グルコース代
謝を指標とする脳機能評価や治療保護効果の検討を行ってきた。 
新鮮ラット脳切片におけるグルコ－ ス代謝は、従来、脳切片に取り込まれた放射活性（4C標識化合物などを用いて）を、周り
の遊離トレーサーを除去した後に液体シンチレ－ ションカウンタ－ を用いて測定され、空間位置情報を得ることはできなかった。
それに対して、dPATでは、代謝組織としての機能が維持された脳切片内各領域の[18F]FDG（グルコースのアナログとしてのトレ
ーサー）取り込みを、生理的溶液中に浸したまま経時的に２次元画像化され、インビトロとインビボの研究を橋渡しする有用な
モデルになりうると考えられる。さらに、この dPAT と分子的アプロ－ チを融合させて、新鮮脳切片から脳の代謝機能画像とそ
の分子機構との連関に関する情報を併せて得ることは独創的で、臨床医学へのさらなるフィードバックが期待される。 
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